










市中区南鍛冶屋町一丁目六番地 置かれた胎動發行所である。印刷所は名古屋市中区南大津町二丁目一三番地の不二印刷所。第二号以降、奥付 は編輯兼発行兼印刷人として田中仙丈の名が印刷 いる 印刷所は第八号より第一〇号までが中区桶屋町四丁目 番地の龍陽社、第一一号が中区南久屋町三丁目の名古屋印刷株式會社である 雑誌
木下信三
名古屋大正期文芸雑誌考（三）













り、学芸課長を経てサンデー毎日、ホームライフ 編集長、写真部長などを歴任、 『日本山嶽巡禮』 『山岳夜話』 『近畿景觀』 『聖蹟大和』 『國立公園紀行』など数多の著書がある。名古屋時代に一種エポックメーキ グ もいうべき文芸誌『印象』を発行している。四男の鏡之助は高野山高室院の執事、俳号如山を有する俳人でもある。松原家へ養子入りした五男の鐵次郎は『新青年』 『新趣味』などに探偵小説を書いた本田緒生である。兄弟は父親北尾泥洲の血筋をひき文筆の才能に恵まれた人々であった。　
仙丈がいつ名古屋から大阪に移ったかは知れないが、名
古屋の地で文芸誌『胎動』を発行、同誌に幾 かの小説を発表したほか 『名古屋新聞 に小説 「花散る夕」 「火のなだれ」「沼」を連載した。仙丈は『胎動』発刊の意気込みにつき
創刊号の「編輯後記」において次のように記している。　　
今迄眠つて居た名古屋に、此れ丈けの人が集つて是れ






























チエホフ・草野柴二訳 猫の出産」小説、 林橘川 斷片的の人生」評論、 田中仙丈「心と心 随筆、 柄澤廣之「夢






























































07_木下信三.indd   80 14.9.12   5:26:58 PM
− 81 −

































野崎白塔「黙禱」手記、飯田美稻「三つの對話」小説、岡戸武平「王樣 悲しみ」小説、 田澪人 名古屋歌壇の人々㈠」評論、田中仙丈 莚の下の雜草」 藤浪水處「近代詩三篇」訳詩、 沼波楚々「夕暮の蒼白い星」詩、中島花楠「山茶花」短歌一六首、小林富 秋より冬へ」短歌一八首、柴田楊花 水の光」短歌一〇首 後藤幽香「歌五首」短歌、淡路千之助「仕合者
  不仕合者」感想、
田中仙丈「妻」感想、 尾 楓水 藍染帶名殘夕霞」戯曲、よしね・鶴
･
水尾・義・廣之・芦青・花「第一線」雑記、









三田澪人「生きて居る」感想、岡戸武平 童謠三ツ」童謡、飯田美稻「或男 云へる」小品、中島花楠 雪解頃」短歌九首、よしね「編輯後記」









草野柴二「ヘツダの最後」戯曲翻訳、田中仙丈「蘇生せず」随筆、柄澤廣之「臆病者」小説、飯田美稻「タンホイゼルの惱み」戯曲、辰見鈴夫「惡友を讃むる歌」詩、藤浪水處「平和」ハイネ詩訳、中島花楠「溪谷晩春 短歌一七首、石田忠三「破獄者」小説、尾崎楓水「偶然ではない」戯曲、三 澪人 名古屋歌壇の人々㈡」評論岡戸武平「道程」小説、よしね「とある日に 随筆、青木穠子「顧みられて㈠」小説、桑原白灯「異國の煙草短歌一五首、 柴田楊花「早春」短歌一七首、 井手蕉雨「擬曲
  恙浪幕報黄表紙」戯曲、みの字「夜のなぐさみ」詩、
水尾はじめ「夕べの別れ」詩 猪 編輯後記」 、 消息」 、「社友の規約」 、ヂユウラー「女の肖像」表紙絵、ヂユウラー「手」挿絵、ヂユウラー 聖クリスト」裏絵、





楠、長司春湖、宮瀬渚花、青木穠子、桑原白灯、三田澪人、榊原春村、柴田楊花、小林富らが活躍した。浮世絵に関する精密な研究、 小説 戯曲、 随筆、 短歌など多才の文筆を揮った尾崎楓水は、楓水の号を含め、鶴賀比佐彌、ふゆのひとは、封醉小史とすべて尾崎久彌の筆名 ある。尾崎久彌の幾篇かの評論研究 後年、江戸後期文学研究家、浮世絵研究家として大成するその基礎をなす作品であった もうひとり、同誌に幾多の西欧詩を紹介した藤浪水處はユニークな詩人で、大正から昭和期にかけて〝葊小路伯爵〟の異名で名を知られた。　
柄澤廣之は仙丈と同じく名古屋新聞記者で、 『名古屋新
聞』に「灰色の假面」 「冷笑」を連載した。岡戸武平も当時は名古屋新聞社に勤務したが、結核の め新聞社を退きやがて小酒井不木 助手をつ めた。不木死後は不木全集編集にたずさわり、 博文館勤務を経 作家生活 入った。飯田美稻は名古屋新聞社社会部長 経て 後年、松坂屋常務、榮印刷社長になった。井手蕉雨は日露戦争の従軍記者体験に取材した小説「血薔薇」が『 藝倶樂部』に一等入選、以後文筆生活に入り、戯曲家として名をな 。　
小林橘川は田中仙丈の上司。明治一五（一八八二）年に
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滋賀県に生まれ、近江新報社から名古屋新聞社に入社。主筆、編集局長、副社長を経て中部日本新聞社の取締役論説委員になり、戦後、名古屋市長となった。 『橘川文集』 『落日の莊嚴』など著書も多い。次は、 『胎動』の編輯発行人である田中仙丈の短篇「或男の一日」の冒頭の一節である。　　
兼吉はＮ市の或る新聞社の社會部記者であつた。變り
勝ちな新聞記者の生活は、兼吉を何時と云ふ事なしに古顔にして行つて、まだまる三年にも成らない裡に、其社の社會部長の直接下に働く、社會部面の編輯をやらされるやうに成つた。それ以來彼の收入は、折柄の勞働問題や同盟罷業の影響を受けて、めき〳〵と好く成つて行つた。月の終ひ 近い頃、 紙に包 れた纏つた紙幣の三四枚と、前借を差引いた計算書とを受取 、兼吉は何時も、入社 當時十二圓を貰 働いて居た其當時の生活が顧られて 妙な皮肉が彼 身体全体に漲るのであつた。
　　
恰度その日は、彼の休日に當つて居たので、久し振り






大正三（一九一四）年 勃発した第一次世界大戦が終結した年であった。日英同盟を締結していた日本はイギリス支援を名目に中国青島に派兵し大陸での権益の獲得に奔走した。そして、戦禍をうけることなくして好景気を享受し諸産業の生産と輸出業績を飛躍的に進展させた。また、大戦のもたらした、いわゆる大正デモクラシー運動は進歩的な青年知識層 心 らえ新秩序の構築を志向した。 しかし、また一方では前年の米騒動 つづいて労働争議 小作争議が頻発した年でもあった。　
明治期から大正期にかけて、文学的には自然主義文学運
動が下火になり、反自然主義の文学や耽美派が台頭し、明治四三（一九一〇） に 裕福な知識青年によっ 『白樺』が創刊され、その翌年には既成 道徳にしばられ 女性の自我の解放と復権を宣言 『青鞜』が創刊された。さらに大正期に入ると白樺派の観念的な理想主義 対する疑問
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界に住むで來た人間に、もつと廣い、もつと大きな愛を囁きそめた。白い眼と眼を向けあつたり、白い歯と歯を見せ合つたりした敵人同志が 博大なる人類的な平等觀の下に、いつとなしに手を握り合ふよう 光景が明けそめて來た、文藝の中心核子を爲して來たイゴーが いぢけた心から、晴やかな心に移つて行つた 人道的な、肯定的な作物が、若き人々によりてそこにも、こゝにも、發表され 。自然主義時代の息詰 ような、息苦しい壓迫から人々は多少緩和された。享樂主義のかりそめなる強い色調に醉ひ爛れたのも暫くのことであ 、そして凡ての人々は足早に人道主義的な愛 叫び 突進するよ





















































































明治四一 （一九〇八） 年三月、 熱田で創刊され 短歌誌 『八
少女』は地方の同人誌とはいえ若山牧水、尾上柴舟、太田水穂、折口信夫、金子薫園、北原白秋、窪田空穂、佐佐木信綱、土岐哀果、富田碎花、水野葉舟、矢澤孝子、吉井勇らも寄稿しており現在高く評価されている雑誌である。牧






また大正期に入っては 『第一歩』 を発行。昭和五 （一九三〇）年には『明治大正歌書解題』を上梓した。　
柴田楊花は明治二九（一八九六）年の生まれ。 『胎動』
に先立つ大正五（一九一六）年、歌誌『ナゴヤ』に係わり同誌編集発行所を自宅 置いた。病弱にして昭和五（一九三〇）年に逝去した。遺歌集『楊花集』がある。青木穠子は明治一七（一八八四）年、名古屋に出 大正九（一九二〇）年にこのはな會を創立。戦後、歌誌『明鏡』を創刊、 歌集に『木靈』 『持統天皇』がある。三田澪人（柴田儀雄）は名古屋新聞社編集局長、 中日新聞社南方総局長中日新聞社監査役を歴任。大正一二年（一九二三 中部短歌會を設立、淺野保、棚橋古刀雄らと歌誌『短歌』を発行した。戦後は『暦象』を主宰し、中日歌人会を創立した。　
ところで、明治の末期、田中仙丈の長兄北尾鐐之助が発
行した『印象』は単に文芸雑誌としてのみならず、美術に
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